


めまぐるしく進歩する世界。ニーズもそれに応じてますます多様化しており、常に新しい視点

で高機能を追及しています。

従って、繊維をはじめプラスチック，フィルム，樹脂などあらゆる素材を駆使し、全社的立場

で業際・業聞にまたがる新しい技術開発を志向しています。

それは、新しい概念，価値を持つ資材となり、製品とならなくてはなりませんO

ここに開発テーマの一例を紹介しますと、

①海洋，土木，その他分野において環境に適応した構造設計・施工を目指し、人工芝，浮産卵

床，フィルター，工事用シート，ジオテキスタイルなどの開発に取り組んでいます。

②パラグライダー，エアバッグ，構造膜材，糸状発熱体など、繊維と樹脂・フィルムの積層化

をテーマとしたコーティング・ラミネー卜技術の開発を推進しています。

③制振材をはじめ、防音材，防護材，建築材などの特種機能を付与した複合材料の開発にも成

果を上げています。…などがあげられます。

このように、織・編物および不織布の布吊設計，樹脂含浸・塗布，ラミネー卜，積層複合から

構造設計，施工技術まで、産業資材開発センターは広範囲な技術分野を相手にしています。

それはまた、素材複合による高性能化の神髄であり、産業資材開発のダイナミズムでもありま

す。

特に、ジオシンセティックスの当社製品としては、不織布(“マントル") ，織布(“トレシー

ト") ，ジオグリッド(“トレグリッド") ，複合製品(ペーパードレーンボード)などのジオ

テキスタイルがあり、軟弱地盤表層処理工法，盛土補強工法，港湾護岸・河川堤防吸出し防止工

法など、積極的な開発を行っています。

また、ジオテキスタイルを用いた工法については、官・学・民間との「共同研究」にて鋭意推

進しています。

3. おわりに

当産業資材開発センターは、これらの生産活動を技術面からサポートするため、高次加工技術

など広範囲にわたる技術開発・改善および新製品開発などの役割りを担い、

『産業資材分野とその業際聞にわたり、技術の高度化と複合化をはかり、事業の拡大・創出を行

う技術集団』

というアイデンティティをもって業務を遂行しています。

今後ともご指導とご支援をよろしくお鹿島、致します。
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